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１．浅間古墳発掘プロジェクトでのレガシーの創出・継承について 

 本年７月20日から９月11日まで東海地方最大規模の国指定史跡浅間古墳の

発掘調査が行われた。私自身、この発掘調査事業に関しては一方ならぬ思い

がある。ちょうど10年前の平成28年９月定例会で「富士市唯一の国指定史跡

浅間古墳の整備を含む活用について」質問した。これは、一般質問で須津古

墳群についてこれまで誰も取り上げたことがない質問として最初に取り上げ

た。当時の浅間古墳の発掘調査への市の見解としては「遺跡を手つかずの状

態で保護して後世に引き継ぐことが一番大事なこと」であったが、その後、

地域の署名・要望書の提出や行政懇談会で要望等が上がるとともに、議会に

おいてはこの10年で私は何回も須津古墳群について一般質問で取り上げてき

た。その間、市指定史跡千人塚古墳の保存活用計画の策定や浅間古墳の非破

壊調査等の段階を経て、昨年度ようやく浅間古墳保存活用計画が策定され、

また、千人塚古墳のフィールドミュージアムが供用開始されるとともに、本

年度より浅間古墳の発掘調査事業が始まった。これまでの経緯を考えると須

津地区まちづくり協議会、須津ふるさと愛好会、氏子の皆さん等、地域の御

努力が報われたことに万感の思いである。 

 浅間古墳保存活用計画に基づき、多くの思いを背負って市民と共に掘り起

こす５年間の浅間古墳発掘プロジェクトの１年目が始まったが、今回、筑波

大学、明治大学、南山大学から12名の学生が発掘調査に携わってくれた。今

まで解明されなかった謎が解き明かされ、発掘調査事業１年目にして既に学

術的な成果も表れ始めている。期間中は地域や団体等、官学民が連携しての

発掘調査の事業説明会も行われ、反響も大きい。せっかくの機会であるので、

さらに工夫しての発信が求められる。今回の発掘調査事業を通じて、官学民

の連携を含め、様々な可能性を感じる。浅間古墳の発掘調査は５年間にわた

る一大プロジェクトであるが、私はこの５年間を単に古墳を掘って調査する

期間とするのではなく、新たに解き明かされる富士市の歴史、文化等を含め

様々な事柄を次世代につなぐ５年間にすべきであると考える。須津古墳群は

地域としての取組もあるが、今後の展開としては単なる発掘調査事業として

終わらせることなく、浅間古墳発掘プロジェクトで関わる地域や団体等によ

る富士市で生まれる「モノ・コト・ヒト*」についてのレガシーを創出し、継

承すべきであり、そのことを踏まえた整備計画が求められる。 

 そこで、以下質問をする。 

(1) 発掘調査事業１年目で、これまでの調査では明らかになっていなかった

新たな発見など、どのような成果が得られたのか。また、今後の発掘調査

において、特に注目し解明を期待している点はどのようなものか。 

(2) これまでの開催イベント・現地説明会、見学、視察等には、地域住民、

市民、市外から訪れた方などがどの程度参加したのか。また、参加者から

寄せられた意見や反響、開催イベントや現地説明会は地域、団体等が協力

して開催されたが、これらを市としてどのように評価しているのか。 

(3) 今回、学生が携わっての発掘調査の公開や学生が説明する発掘説明会も

行われているが、今後の展開をどのように進めていくのか。 

① 学生に実践的な経験を積んでもらう場にとどめず、将来の文化財行政

や考古学をはじめ、文化財の保存・活用を担う人材の育成につなげてい

く考えはあるか。そのために、今後、発掘調査に参加する学生をさらに

拡充する考えはあるか。 
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② 今回の発掘調査を契機として、大学との連携を今後どのように発展さ

せ、５年間の発掘調査だけでなく、成果の保存・研究・教育・活用につ

なげていくのか。 

(4) 須津古墳群としての活用が富士市や地域で今までも取り組まれてきた

が、富士市として、浅間古墳の５年間の発掘調査を通じて、将来の富士市

にどのような「モノ・コト・ヒト」のレガシーを残そうとしているのか。

また、そのレガシーを発掘調査事業終了後も継続・発展させていくため、

具体的な仕組みづくりを踏まえての整備計画が求められるがいかがか。 

 

＊モノのレガシーとは、古墳から出土した遺物、調査記録、データ、展示

等。コトのレガシーとは、市民参加、現地説明会、学校教育、大学との

連携、岳南電車と連携しての地域活動等。ヒトのレガシーとは、発掘に

携わった学生、地域の学生、将来の文化財専門職員、地域ボランティア、

支援団体等、人材育成、人材の確保等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


